
令和 2 年度 文京区障害者地域自立支援協議会 

第１回就労支援専門部会 

令和 2 年 9 月 25 日（金） 
14 時 00 分から 16 時 00 分 

文京シビックセンター 障害者会館 A・B 会議室 

 

会 議 次 第 

 
１ 開 会 

 
２ 議 事 

 
（１）令和元年度 就労支援専門部会の振り返り 

【資料第 2-1 号】【資料第 2-2 号】 

 
（２）令和 2 年度就労支援専門部会について 

【資料第 3－1 号】【資料第 3－2 号】【資料第 3－3 号】【資料第 3－4 号】 

 
（３）文京区障害者就労支援ハンドブック（仮）について 

① 文京区障害者就労支援ハンドブック（仮）提案資料【資料第 4-1 号】【資料第 4-2 号】 

 
（４）その他 

 
【資料】 

・就労支援専門部会委員名簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第1－1号】 

・令和元年度自立支援協議会全体会 就労支援専門部会報告 ・・・・・・・・・・・ 【資料第2－1号】 

・令和元年度就労支援専門部会について（全体会資料）・・・・・・・・・・・・・・【資料第2－2号】 

・文京区障害者地域自立支援協議会（組織図）・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第3－1号】 

・令和2年度文京区障害者地域自立支援協議会各専門部会検討事項について・・・・・ 【資料第3－2号】 

・令和2年度障害者地域自立支援協議会スケジュール・・・・・・・・・・・・・・・ 【資料第3－3号】 

・作成作業スケジュール（案）について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料第3－4号】 

・文京区障害者就労支援ハンドブック（仮）提案資料・・・・・・・・・・・・・・・【資料第 4－1 号】 

・他地域の取り組みについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・【資料第 4－2 号】 

・ワーキンググループのイメージ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・【資料第 5－1 号】 



【資料第1-1号】

※　○は新メンバー

役職名 委員名 所属機関・団体・施設名

　副会長 志村　健一 東洋大学 社会学部社会福祉学科教授

委員 瀬川　聖美 本郷の森　理事長

〃　 井上　純子 飯田橋公共職業安定所 専門援助第二部門統括職業指導官

〃　 藤枝　洋介 就労支援センター所長

〃　 青木　幸 東京障害者職業センター　上席職業カウンセラー

〃　 上田　みどり 筑波大学大塚特別支援学校進路指導主事

〃　 松井　裕 都立王子特別支援学校主幹教諭

〃　 石橋　綾 東京大学医学部　精神科ﾃﾞｲﾎｽﾋﾟﾀﾙ

〃　 小泉　洋平 小石川メンタルクリニック　リワークデイケア

〃　 内田　靖 ジョブリッジ飯田橋代表

〃　 金江　ちあき 銀杏企画三丁目移行分室室長

〃　 米田　直子 アビーム施設長

〃　 小林　美千代 工房わかぎり施設長

〃　 ○ 中瀬　茂由 大塚福祉作業所　主任

〃　 有村　秀一 トヨタループス（株）代表取締役社長

〃　 小泉　昭 東洋大学 就職・キャリア支援課主任

区　委員 〇 永尾　真一 障害福祉課 障害福祉係長

〃　 小谷野　恵美 保健サービスセンター保健指導担当主査（本郷支所）

事務局 藤枝　洋介 障害者就労支援センター

〃　 松本　寛 障害者就労支援センター

〃　 二宮　テル美 障害者就労支援センター

〃　 秋元　全和 障害者就労支援センター

令和2年度文京区障害者地域自立支援協議会　就労支援専門部会委員名簿



【資料第 2－1 号】 

 

                           令和 2年 9月 25 日 

 

    令和元年度自立支援協議会全体会 就労支援専門部会報告 

 

下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現

可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込む施策を検討する。 

 

第 1 回就労支援専門部会：現委員が携わる現場の現状について意見の共有を行

った。 

現状より、課題を 4つに整理  （2 ページ・3ページ） 

1 就労を目指す方、支援者、雇用主、関係機関の分野を横断した障害者の  

就労支援に関する基本的な情報の共有が不足している 

 

２ 住み慣れた地域で安心して生活していくため、企業から地域へ、そして地

域で支えていくノウハウの蓄積が不足している 

 

３ 工賃向上のため品質向上促進と就労継続支援 B型利用者の制度利用に関す

る効果的な取り組みが不足している 

 

４ 短時間就労や在宅就労など多様なニーズに応えられる働き方の仕組み作り

や体制の整備が不足している 

 

第 2 回就労支援専門部会：第 1回目より整理した 4つの課題について、意見の

共有を行った。 

 

意見を 3 つのカテゴリーに分類（4ページ） 

１ 「制度・仕組み」に関すること 

２ 「情報共有・研修」に関すること 

３ 「理解啓発」に関すること 

↓ 

副会長・部会長・副部会長・事務局の打合せを経て、以下の案を提案すること

とした。(5 ページ・6ページ） 

１ 「情報共有する上で、障害者就労に関する共通のプラットフォーム(基本

情報)になるハンドブックの作成を行う」 

２ 「区役所にて超短時間雇用の実施」 



令和元年度就労支援専門部会
について（全体会資料）

令和2年9月25日（金）

1



下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

現状1：高齢化に関して
高齢化に伴う支援ニーズの変化に対して充分な支援体制が整っていない。
・障害特性だけでなく、加齢に伴う生活のしづらさへの対応。
・企業就労を目指さない方へのあるべき支援とは何か。
・企業から地域へ、定年退職に対する取り組みの整備。
・住み慣れた地域で安心して生活していける取り組み。
・高齢の方が働けるということを雇用側にしってもらう方法。

現状2：支援に関して
支援ニーズの多様化に伴って、より個別化された細やかな支援が必要とされているが、支援体制の整備が追いついていない。
・若年層は配慮事項の見極め、中高齢者は身だしなみなど、就労のための自己理解を深めることへの困難さがある。
・生活面医療面のニーズが増えており、それらを支える機関との連携をより充実していく必要がある。
・様々な分野の関係機関と連携をする必要があるが、お互いに何ができるのか、どんなところなのかが共有しきれていない。
・就労を目指す方、障害者支援に関わる方、雇用主などが、障害者の就労支援に取り組む方法や基礎的な知識、支援の流れや連携のポイントなどを共有できる機
会やツールがない。

現状3：運営に関して
地域で支え合える環境の構築の推進が必要である。
・関係機関とのより丁寧な連携や、きめ細かなサービス提供を行う上で、マンパワー不足が課題となっている。
・障害福祉サービスの事業所を運営していく上で、利用者の確保（入口）と次のステップへ進む意欲の確保（出口）に関する課題がある。

現状4：障害者雇用に関して
働き方が多様化してくる中で、障害者雇用の裾野も広がりを見せているため、より幅広い支援ニーズに対応できるよう取り組むことが必要である。
・重度障害のある方の働ける機会が十分にない。
・企業の障害者雇用に対する理解や取り組みへの啓発活動ができていない。

現状5：工賃向上に関して
就労継続支援B型の利用者が安心して自分らしく生活していくための取り組みが必要である。
・工賃向上していくため、品質向上などに取り組みをさらにしていく必要がある。
・利用者が受けていた助成金がもらえなくなるなど、工賃が増えることにより、利用者の利益や就労への意欲、モチベーションにつながりにくい状況がある。

現
状
分
析
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下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

現状1：高齢化に関して
高齢化に伴う支援ニーズの変化に対して充分な支援体制が整っていな
い。
・障害特性だけでなく、加齢に伴う生活のしづらさへの対応。
・企業就労を目指さない方へのあるべき支援とは何か。
・企業から地域へ、定年退職に対する取り組みの整備。
・住み慣れた地域で安心して生活していける取り組み。
・高齢の方が働けるということを雇用側にしってもらう方法。

現
状
分
析
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下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

現状2：支援に関して
支援ニーズの多様化に伴って、より個別化された細やかな支援が必要と
されているが、支援体制の整備が追いついていない。
・若年層は配慮事項の見極め、中高齢者は身だしなみなど、就労のため
の自己理解を深めることへの困難さがある。
・生活面医療面のニーズが増えており、それらを支える機関との連携を
より充実していく必要がある。
・様々な分野の関係機関と連携をする必要があるが、お互いに何ができ
るのか、どんなところなのかが共有しきれていない。
・就労を目指す方、障害者支援に関わる方、雇用主などが、障害者の就
労支援に取り組む方法や基礎的な知識、支援の流れや連携のポイントな
どを共有できる機会やツールがない。

現
状
分
析
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下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

現状3：運営に関して
地域で支え合える環境の構築の推進が必要である。
・関係機関とのより丁寧な連携や、きめ細かなサービス提供を行う上で、
マンパワー不足が課題となっている。
・障害福祉サービスの事業所を運営していく上で、利用者の確保（入
口）と次のステップへ進む意欲の確保（出口）に関する課題がある。

現
状
分
析
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下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

現状4：障害者雇用に関して
働き方が多様化してくる中で、障害者雇用の裾野も広がりを見せてい
るため、より幅広い支援ニーズに対応できるよう取り組むことが必要
である。
・重度障害のある方の働ける機会が十分にない。
・企業の障害者雇用に対する理解や取り組みへの啓発活動ができてい
ない。

現
状
分
析
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下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

現状5：工賃向上に関して
就労継続支援B型の利用者が安心して自分らしく生活していくための取
り組みが必要である。
・工賃向上していくため、品質向上などに取り組みをさらにしていく必
要がある。
・利用者が受けていた助成金がもらえなくなるなど、工賃が増えること
により、利用者の利益や就労への意欲、モチベーションにつながりにく
い状況がある。

現
状
分
析
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下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

現状1：就労を目指す方、支援者、雇用主、関係機関の分野
を横断した障害者の就労支援に関する基本的な情報の共有が
不足している

現状2：住み慣れた地域で安心して生活していくため、企業
から地域へ、そして地域で支えていくノウハウの蓄積が不足
している

現状3：工賃向上のため品質向上促進と就労継続支援B型利用
者の制度利用に関する効果的な取り組みが不足している

現状4：短時間就労や在宅就労など多様なニーズに応えられ
る働き方の仕組み作りや体制の整備が不足している

課

題
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要素 具体的なアイディア

制度・仕組み

医療と支援機関との連携において、医療点数の整備
区内B型事業所で清掃業務などを一手に引き受けるような体制作り
地域生活に移行する上で、グループホームの家賃の助成金条件の整備（年間36万以上だと助成金が控除されてしまう）
超短時間就労を区役所内で実施
A型B型のワークシェアリングの仕組作り
障害分野、高齢分野などがワンストップで支援が受けられる場所
インターンシップを庁内だけでなく、企業やお店なども対象に拡大
区の公園清掃など、実習する場の創出
ハッピーリタイアを見越した地域採用（地域のB型から積極的採用）

情報共有・研修

支援機関と企業が参加した社会資源を知るため、顔つなぎの場の創出
地域の社会資源について知る機会
文京区の地域性の強みの発信
地域の町内会などを通じた横のつながり
区内大学における障害学生の状況の共有
各機関の役割や支援訓練などの内容、就労に関する基本的な流れなどをまとめたハンドブックの作成
企業が多様な人材を活用していくこと、働く側の給料をもらって働くという意識の醸成の双方が進められる機会
雇用の場での失敗ではなく、その前の準備ができるような社会資源の創出
「単価制」の周知（福祉施設・企業）
入院している方や施設を利用している方の様子を企業の方が知る機会
これから障害者雇用を進める企業向けの研修
既存の会議などで、多分野における研修会や情報共有の場を設ける
マネジメント層全員に対して心のバリアフリー研修の実施
見学なども含めた、支援機関や会社の機能を理解するための研修会
区内各機関における生活支援のノウハウの蓄積と役割分担の整理
超短時間の就労や実習ができる企業の情報共有

理解啓発

支える側のマーク・印・シンボルの作成：サポーター店の紹介（PR)、デザイン募集を通じた理解啓発
地域の企業との連携で短時間雇用を実施し、PRをしていく
「ジョブ～る文京」の取組について、民間事業者への周知拡大
文京区役所庁内における障害者優先調達の啓発等の取組
中小企業障害者職業体験受け入れ助成事業の周知拡大

具体的なアイディア
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下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

医療と支援機関との連携において、支援機関との連携に関する医療点数の整備

区内B型事業所で清掃業務などを一手に引き受けるような体制作り

地域生活に移行する上で、グループホームの家賃の助成金条件の整備（年間36万以上だと助成
金が控除されてしまう）

超短時間就労を区役所内で実施

A型B型のワークシェアリングの仕組作り

障害分野、高齢分野などがワンストップで支援が受けられる場所

インターンシップを庁内だけでなく、企業やお店なども対象に拡大

区の公園清掃など、実習する場の創出

ハッピーリタイアを見越した地域採用（地域のB型から積極的採用）

制
度
・
仕
組
み
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下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

支援機関と企業が参加した社会資源を知るため、顔つなぎの場の創出
地域の社会資源について知る機会
文京区の地域性の強みの発信
地域の町内会などを通じた横のつながり
区内大学における障害学生の状況の共有
各機関の役割や支援訓練などの内容、就労に関する基本的な流れなどをまとめたハンドブックの
作成
企業が多様な人材を活用していくこと、働く側の給料をもらって働くという意識の醸成の双方が
進められる機会
雇用の場での失敗ではなく、その前の準備ができるような社会資源の創出
「単価制」の周知（福祉施設・企業）
入院している方や施設を利用している方の様子を企業の方が知る機会
これから障害者雇用を進める企業向けの研修
既存の会議などで、多分野における研修会や情報共有の場を設ける
マネジメント層全員に対して心のバリアフリー研修の実施
見学なども含めた、支援機関や会社の機能を理解するための研修会
区内各機関における生活支援のノウハウの蓄積と役割分担の整理
超短時間の就労や実習ができる企業の情報共有

情
報
共
有
・
研
修
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下命事項：これまでに抽出された課題やニーズなどの中から優先順位及び実現可能性を整理した上で、次期障害者・児計画に盛り込
む施策を検討する。

支える側のマーク・印・シンボルの作成：サポーター店の紹介（PR)、デザイン募集を通じた理
解啓発

地域の企業との連携で短時間雇用を実施し、PRをしていく

「ジョブ～る文京」の取組について、民間事業者への周知拡大

文京区役所庁内における障害者優先調達の啓発等の取組み

中小企業障害者職業体験受け入れ助成事業の周知拡大

理
解
啓
発

12



具体的な提案①

提案：
「情報共有する上で、障害者就労に関する共通のプラット
フォーム(基本情報）になるハンドブックの作成を行う」

目的：
雇用・福祉・医療・保健・教育など、様々な分野が障害のあ
る方の就労支援に携わっており、「就労」に関する共通認識
をもつことによって、分野を超えた連携の促進を図るため。

13



具体的な提案②

提案：
「区役所にて超短時間雇用の実施」

目的：
超短時間雇用のモデルケースを区役所内で行うことによ
り、普及啓発を図るため。

14



【資料第 3-1 号】

②報告①検討依頼

①事例の検討

スキルアップ等

情報の共有・連携 

親会 
（事務局：障害福祉課） 

「障害のある人が普通に暮らせる地域づくり」のため、現状の社会資源では対応が困難な支援か
ら明らかになった様々な地域課題について、地域の関係機関が協働し解決策を検討する。 
また、障害者差別解消支援地域協議会と連携して差別解消に向けた取り組みを検討する。 

定例会議 
（事務局：障害者基幹相談支援センター） 

・事例の検討、スキルアップ、情報共有、地域のネット
ワークづくりを図る
・各事業所の相談支援専門員、サービス管理責任者等
実務者中心（障害者施設、相談支援事業所等）

文京区障害者地域自立支援協議会（組織図） 

指定特定相談支援事業所連絡会 
（事務局：障害者基幹相談支援センター） 

・サービス利用等計画についての検討
・計画相談についての推進、検討

就労支援者研修会 
（事務局：障害者就労支援センター） 

・就労支援ネットワークの構築
・企業就労支援、福祉的就労支援の課題
共有や解決に向けた検討
・研修会の開催や事例を通じた人材育成

②課題の報告

就労支援専門部会 
（事務局：障害者就労 

支援センター） 

一般就労の推進と福祉的就労
の充実について検討する。 

相談支援専門部会 
（事務局：障害者基幹 

相談支援センター） 

望ましい相談支援体制の仕
組みや地域生活を支える仕
組みについて検討する。 

権利擁護専門部会 
（事務局：社会福祉協議会） 

障害者の権利を守るための
必要な支援や権利擁護のた
めの取組み（成年後見制度
の利用促進等）や虐待を予防
するための仕組みについて
検討する。 

障害当事者部会 
（事務局：障害者基幹 

相談支援センター） 

障害当事者部会で検討され
た内容について、区民へ向け
た障害理解を深めるための
啓発活動を行う。 

障害者差別解消支援地域協議会 
（事務局：障害福祉課・予防対策課） 

必要な情報を交換するとともに、障害者等
からの相談事例の共有及び事例を踏まえ
た障害を理由とする差別を解消するため
の取組に関する協議を行う。 

情報の共有・連携 

情報の共有・連携 

地域生活支援専門部会 
（事務局：障害福祉課） 

障害者が地域で安心して生
活できる支援体制の整備に
ついて検討する。 



【資料第3-2号】 

令和２年度文京区障害者地域自立支援協議会 

各専門部会の検討事項について 

令和元年度における各専門部会（以下「部会」という。）の活動については、これ

まで積み重ねた議論の中で見えた課題等を整理した上で、次期障害者・児計画に盛

り込むことを前提として実現可能な施策を検討することとしていた。 

これを踏まえ、令和２年度の各部会の検討事項は、下記の事項とし、下記事項につ

いては、文京区障害者地域自立支援協議会へ検討の進捗状況及び議論の方向性を報

告する。 

また、各部会は、検討事項に属さない事項についても、必要に応じて検討するもの

とする。 

１ 相談支援専門部会（2回） 

  相談に関する課題や問題点を分析し、相談支援体制のシステム等についての調

査・研究・検討を行う。 

２ 就労支援専門部会（2回） 

  就労に関する相談や支援内容等についての調査・研究・検討を行う。 

３ 権利擁護専門部会（3回） 

  権利擁護に関する課題や支援のあり方についての調査・研究・検討を行う。 

４ 障害当事者部会（3回） 

障害当事者からの情報発信等についての検討等を行う。 

５ 地域生活支援専門部会（3回） 

  障害者の生活を地域全体で支えるサービス提供体制の構築について検討を行う。 

次期障害者・児計画に盛り込むことを前提として令和元年度に検討した施

策について、より具体的に検討していく。 

次期障害者・児計画に盛り込むことを前提として令和元年度に検討した施

策について、より具体的に検討していく。 

障害当事者部会で検討した内容について、区民へ向けた障害理解を深める

ための啓発活動を行う。 

次期障害者・児計画に盛り込むことを前提として令和元年度に検討した施

策について、より具体的に検討していく。 

令和３年度に地域生活支援拠点を設置する駒込・富坂地区の地域課題への

対応について検討する。 



自立支援協議会
（親会）

相談支援
専門部会

就労支援
専門部会

権利擁護
専門部会

障害当事者
部会

地域生活支援
専門部会

第1回

第1回

第1回

第2回

第1回 第2回

第2回

第3回

第3回

第3回

第1回 第2回

第2回

第1回
(8/4)

第3回

令和２年度 障害者地域自立支援協議会スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

第2回

【資料第3-3号】



作成作業スケジュール(案）について

就労支援専門部会

令和2年9月 令和3年1月

目

次

内
容
の
記
事

イ
メ
ー
ジ
の
報
告

令和3年度以降

作
成
状
況

中
間
報
告

令
和
3
年
度
末

最
終
稿
完
成

就労支援者研修会

原
稿
作
成

第1回

第3回

令和2年10月

内
容
の
説
明

第2回

第5回

内
容
の
記
事
イ
メ
ー
ジ

作
成
役
割
分
担

令和3年2月 令和3年度以降

第4回

目
次
の
検
討

ワーキングメンバー

【資料第3-4号】



文京区版障害者就労支援ハンドブック
(仮）について

令和2年9月25日（金）

令和2年度第1回就労支援専門部会
藤枝 洋介



TOPIC

・どうしてハンドブックを作成するのか？

・他地域ではどんなものを作成しているか？

・文京区版ハンドブックの提案内容



TOPIC

・どうしてハンドブックを作成するのか？

・他地域ではどんなものを作成しているか？

・文京区版ハンドブックの提案内容



令和元年度就労支援専門部会
現状から具体的なアイディアとして出ていた意見(抜粋）

• 地域の社会資源を知る機会

• 文京区の地域性の強みの発信

• 区内大学における障害学生の状況の共有

• 各機関の役割や支援、訓練などの内容、就労に関する基本的な流れの共有

• 雇う側が多様な人材を活用すること、働く側の「働く」意識の醸成の機会

• 多分野における情報共有の場

• 超短時間雇用など柔軟な働き方ができる企業の情報共有の場



検討事項

「情報共有する上で、障害者就労に関する共通のプラットフォーム（
基本情報）になるハンドブックの作成を行う」

令和2年度 令和3年度

次期障害者・児計画にハンドブック作成が盛り込まれる予定

完成



TOPIC

・どうしてハンドブックを作成するのか？

・他地域ではどんなものを作成しているか？

・文京区版ハンドブックの提案内容



他地域の先行事例

藤枝調べ



主な内容【3つの要素】

①相談先フローチャート

②地域の社会資源の紹介

③事例

他地域での先行事例



主な内容【3つの要素】

①相談先フローチャート

②地域の社会資源の紹介

③事例

他地域での先行事例



【特徴】

（1）「困りごと・相談したいこと
」と相談先がフローチャート式で
記載されている。

（2）就労支援の流れや支援の方法
が記載されている。(プロセスマッ
プ）

①相談先フローチャート

一宮市



加古川市



戸田市



戸田市



戸田市



主な内容【3つの要素】

①相談先フローチャート

②地域の社会資源の紹介

③事例

他地域での先行事例



【特徴】

主に訓練等給付サービス系（就労
移行支援・継続A、B型、就労定着
支援）と相談支援事業所の紹介。

一日のプログラムの内容や作業内
容、事業所の特徴などが記載され
ている。

②地域の社会資源

加古川市



一宮市



千代田区



千代田区



文京区



文京区



主な内容【3つの要素】

①相談先フローチャート

②地域の社会資源の紹介

③事例

他地域での先行事例



【特徴】

合理的配慮に関する事例集

企業の雇用事例

③事例

武蔵野市



武蔵野市



札幌市・北海道中小企業家同友会



札幌市・北海道中小企業家同友会



TOPIC

・どうしてハンドブックを作成するのか？

・他地域ではどんなものを作成しているか？

・文京区版ハンドブックの提案内容



文京区版のコンセプト

• 当事者はもちろんのこと、関係機関、企業も活用できるハンドブック
障害者就労のイメージが湧く

相談先がわかる(区内だけでなく、国や都の相談先も）

自己決定するための情報が整理できる

• 区内の就労支援がハンドブックを見ればわかる！
各分野の就労支援の実際

社会資源の情報



ハンドブック作成による期待できる効果

• 就労支援サービスの流れや内容がイメージでき相談しやすくなった

• 障害者雇用のイメージができ、働くことに挑戦する勇気が持てた

• 各分野で行っている就労支援の内容がわかり、連携がしやすくなった

• たくさんある就労支援サービスの整理ができ、相談先を決めやすくなった

• どこに相談すればよいか迷わず、相談しやすくなった

• 障害者雇用の取組みのヒントがもらえ、雇用に役に立った

• 障害者雇用についてわかり、生活支援の現場でも本人と仕事について話がしやすくなった



意見交換

現場で活用するとしたら・・・

どんな情報があると支援に活用できるか

これまで就労支援する中でわかりづらかったこと

当事者が活用するとしたら・・・

どんな情報があるとわかりやすいか

どんな内容があると安心して就労に挑戦しやすいか



ご清聴ありがとうございました。



【資料第4-2号】

主な内容 地域 ページ数 名称
フローチャート 一宮市 1 相談先たどりつきチャート

フローチャート
地域の社会資源

戸田市 23 戸田市障害者就労プロセスマップ

フローチャート
地域の社会資源

加古川市 30
就労サポートブック「はたらく、働き続ける
～一般就労を目指して～」

地域の社会資源
福井市 93 福井市障がい者就労支援ガイドブック

地域の社会資源 一宮 71 就労支援機関ガイド

地域の社会資源 大分市 84 社会資源ガイドブック

地域の社会資源 松戸市 93
松戸市障害者就労施設等事業所ガイド
ブック

事例 武蔵野市 35
障害者雇用事例集～ともに働くための
ちょっとしたヒント～

事例 札幌市 35 障がい者雇用のためのハンドブック

制度・地域の社会資源 千代田区 47 千代田区障害者就労支援ハンドブック

地域の社会資源(精神） 文京区 53
文京区心の健康ガイド～精神保健福祉
マップ～

自立支援協議会以外で作成



ワーキンググループのイメージ

就労支援
専門部会

就労支援者
研修会

ワーキング
グループ

役割

具体的な内容の検討
担当部分の記事作成

事務局
＋

年
2
回

年
4
回

報告 共有・検討

【資料第5-1号】


